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はじめに 

このたびは、 WATCH LOGGER データ収集・管理をご購入いただき、まことにありがとうございます。 
 
本マニュアルでは、WATCH LOGGER データ収集・管理をパーソナルコンピュータ(PC)へセットアップし操作する方法を 
紹介します。 
 
本マニュアルで、貴社の事務作業が少しでも効率的になれば幸いです。 

ご注意 

・ 本ソフトウェアおよびマニュアルの著作権は弊社にあります。 
 
・ 本ソフトウェアおよびマニュアルの一部または全部を弊社の承諾なしに無断で使用、複製することは、法律で禁じ 
  られております。 
 
・ 本ソフトウェアの仕様およびマニュアルの内容は、改良のため予告なしに変わることがあります。 
 
・ 本ソフトウェアを運用した結果による障害または逸失利益等については、一切の責任を負いかねますので、予め 
  ご了承ください。 

株式会社 藤田電機製作所 
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Step ２．USBドライバのインストール 

Step ３．リーダーの接続 

Step １．WATCH LOGGER  
       プログラムのインストール 

１－１．画面の表示切替 

◆ 目次 

第１部 接続とプログラムのインストール 

１．インストール手順 ・・・・ １ 

・・ ２ 

・・ ８ 

第２部 システムの準備 

１．プログラムの起動と終了 ・・・・ １０ 

第３部 測定データの表示・保管 

１．測定データの表示 ・・・・ ２０ 

２．環境設定 

・・・・ １２ ２－１．通信設定 

２－２．収集データ設定 ・・・・ １３ 

２－３．表示/印字グラフ設定 ・・・ １３ 

２－４．使用場所簡易設定 ・・・ １４ 

２－５．レポート設定 ・・・・ １４ 

・・・・ １２ 

３．LOGGER 測定条件設定 ・・・・ １５ 

・・・・ １６ ３－１．測定条件設定 

３－２．パスワード設定 ・・・・ １７ 

・・ ２０ 

１－２．表示範囲 ・・ ２１ 

１－３．拡大表示 ・・・・ ２１ 

２．測定ログデータの保存 ・・・・ ２２ 

３．ファイル出力 ・・・・ ２３ 

３－１．測定データ（.ｃｓｖ）の 
     ファイルとレコードフォーマット 

・・ ２４ 

４．レポート作成 ・・・・ ２５ 

４－１．温湿度 測定データレポート ・ ２６ 

４－３．温度 ヒストグラムレポート ・・ ２８ 

４－４．湿度 ヒストグラムレポート ・・ ２９ 

５．ファイル読込 ・・・・ ３０ 

４－２．衝撃 測定データレポート ・・ ２７ 

６ 

Step ２．リーダー/ライター 
                (ＰａＳｏＲｉ)の接続 

・・ ９ 

・・ 

Step ３．ＰａＳｏＲｉ  
        ドライバインストール 

・・ ９ 

３－３．動作設定 ・・・・ １８ 
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◆ 第１部 接続とプログラムのインストール 

１．インストール手順 

接続とプログラムのインストール 第１部 

本システムはKT-1xxやKT-2xxなどの「ワイヤレス通信タイプ」、KT-:xxxUの「USB通信タイプ」を使用した機種及び、KT-xxxFの
「FeliCa通信タイプ」で使用するデータロガー（以下、ロガーと称す）の設定および測定データの表示、保管をそれぞれの方法で接
続したＰＣで行ないます。プログラムのインストールは３つのステップで進めます。各ステップの詳細は、ステップ別の説明をご覧くださ
い。接続やインストールは、測定に支障をきたす恐れがありますので確実に行なってください。 

STEP３ 
リーダーの接続 

8ページ 

STEP２ 
USBドライバのインストール 

6ページ 

【 インストール手順 】 

STEP１ 
WATCH LOGGERプログラム 

のインストール 

1 / 30 

ワイヤレス通信，ＵＳＢ通信 
KT-1xx KT-2xx，KT-xxxU（UP） 

Windows Vista  2ﾍﾟｰｼﾞ 

Windows 7・8  4ページ 

STEP３ 
ドライバのインストール 

9ページ 

STEP２ 
リーダー/ライターの接続 

9ページ 

STEP１ 
WATCH LOGGERプログラム 

のインストール（FeliCa版） 

ＦｅｌｉＣａ通信 
KT-xxxF（FP）（LF） 

Windows Vista  2ﾍﾟｰｼﾞ 

Windows 7・8  4ページ 
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◆ 第１部 接続とプログラムのインストール  

４）「WATCH LOGGER データ収集・管理システム」を 
  ダブルクリックします。 【図1.3.3】 
 

  ※“ＦｅｌｉＣａ”版をご使用になる場合は「WATCH LOGGER 
    データ収集・管理システムfor FeliCa」のフォルダを 
    ダブルクリックしてくさい。 

◆ 第１部 接続とプログラムのインストール 

Ｓtep １ WATCH LOGGER プログラムのインストール 【Windows Vista】 

 ロガーの設定や測定データの表示、保存を行うプログラムをインストールします。 
 他のアプリケーションが起動している場合は、他のアプリケーションの終了を行なって下さい。 

１）「WATCH LOGGER データ収集・管理」（ＣＤ）をＣＤドライブにセットします。 

【図1.3.3 WATCH LOGGER データ収集・管理 】 

２）『スタート』メニューの『マイコンピュータ』をクリックします。【図1.3.1】 【図1.3.1 スタートメニュー 】 

３）ＣＤドライブ（WSL_TXT_BASE_104）をダブルクリックします。【図1.3.2】 
 
【図1.3.2 】 

６）「Windowsインストーラ」が起動して、インストールの準備が 
  始まります。【図1.3.5】 
  しばらくすると、「WATCH LOGGER データ収集・管理」 
  インストールウィザードが起動します。【図1.3.6】 
  そのまま『次へ（Ｎ）』をクリックします。 

【図1.3.5 】 

【図1.3.6 】 

５）『            wsl-1-4-3-1006』アイコンをダブルクリック 
  します。 【図1.3.4】 

【図1.3.4】 

2 / 30 
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◆ 第１部 接続とプログラムのインストール 

７）「使用許諾契約」画面が表示されます。【図1.3.7】 
 「ソフトウェア使用許諾契約書」を確認してください。同意 
可能の場合は、『使用許諾契約の条項に同意します（Ａ）』
をクリックして『「次へ（Ｎ）』をクリックします。 

９）『インストール(I)』をクリックするとインストールが開始さ 
    れます。 【図1.3.19】 
    
    

８）「インストールの確認」画面が表示されます。【図1.3.8】 
   よければ、そのまま『次へ（Ｎ）』をクリックします。 

１０）インストール中です。 【図1.3.10】 
    
    

１１）インストールが終了しました。『完了(F)』をクリックします。 
   【図1.3.11】 
    
    

 【図1.3.11】 
    
    

1２）インストール確認は完了です。  「LOGGER データ収集・管理」（ＣＤ）をＣＤドライブから取り出して下さい。 
    
   

【図1.3.7 】 

【図1.3.8】 

【図1.3.10 】 

【図1.3.19 】 
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４）「WATCH LOGGER データ収集・管理システム」を 
  ダブルクリックします。 【図1.3.3】 
 

  

第１◆部 接続とプログラムのインストール 

Ｓtep １ WATCH LOGGER プログラムのインストール 【Windows ７/ ８】 

 ロガーの設定や測定データの表示、保存を行うプログラムをインストールします。 
 他のアプリケーションが起動している場合は、他のアプリケーションの終了を行なって下さい。 

１）「WATCH LOGGER データ収集・管理」（ＣＤ）をＣＤドライブにセットします。 

２）『スタート』メニューの『コンピュータ』【図1.3.1】をクリックします。  
   

【図1.3.1 】 

３）『ＤＶＤ/CＤ-ROMドライブ（WSL_TXT_BASE_104）』【図1.3.2】 
 をダブルクリックします。 

５)『wsl-1-4-1-1006』【図1.3.4】をダブルクリックして下さい。 

６）『ユーザアカウント制御』」画面が表示されるので 
    「はい（Ｙ）」をクリックして下さい。インストールの準備が 
   始まります。 
 

【図1.3.4】 

wsl-1-4-0-1006f.exe 

不明 

【図1.3.2】 
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  ※“ＦｅｌｉＣａ”版をご使用になる場合は「WATCH LOGGER 
    データ収集・管理システムfor FeliCa」のフォルダを 
    ダブルクリックして下さい。 

【図1.3.3】 
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◆ 第１部 接続とプログラムのインストール 

【図1.3.8】 

９）「使用許諾契約」画面が表示されます。【図1.3.7】 
   「ソフトウェア使用許諾契約書」を確認してください。同 
  意可能の場合は、『使用許諾契約の条項に同意し 
  ます（Ａ）』 をクリックして『「次へ（Ｎ）』をクリックします。 

１１）『インストール(I)』をクリックするとインストールが開始され  
ます。 【図1.3.9】 
    
    

１０）「インストールの確認」画面が表示されます。【図1.3.8】 
  よければ、そのまま『次へ（Ｎ）』をクリックします。 

７）インストールの準備が開始されます。【図1.3.5】 
   
                                【図1.3.5】 【図1.3.6】 

【図1.3.7】 

【図1.3.9】 

１２）インストール中です。 【図1.3.10】 
    
     【図1.310】 
    
    

１３）インストールが終了しました。『完了(F)』をクリック 
   して下さい。 【図1.3.11】 
    
    

 【図1.3.11】 
    
    

８）【WATCH LOGGERデーター収集・管理システム】 
  ウィザード【図1.3.6】の『次へ（Ｎ）』」をクリックします。 
                                 

１４）インストール確認は完了です。  「LOGGER データ収集・管理」（ＣＤ）をＣＤドライブから取り出して下さい。 
    
   5 / 30 
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◆ 第１部 接続とプログラムのインストール 

Ｓtep ２ USBドライバのインストール  

USBドライバをインストールして、リーダーをPCに認識させます。 

6 / 30 

１）「WATCH LOGGER データ収集・管理」（ＣＤ）をＣＤドライブにセットします。 

２）『スタート』メニューの『コンピュータ』【図1.2.1】をクリックします。  
   

【図1.2.1 】 

３）『ＤＶＤ/CＤ-ROMドライブ（WSL_TXT_BASE_104）』【図1.2.2】 
 をダブルクリックします。 

【図1.2.2】 
 

６）「ユーザーアカウント制御」画面が表示されるので 
  『はい（Ｙ）』をクリックして下さい。 
   インストールの準備が始まります。 【図1.2.5】 
 

  

７)「FTDI CDM driver」が起動して『Extract』をクリックします。
【図1.2.6】 

【図1.2.6】 【図1.2.5】 

４）「ＵＳＢ Ｄｒｉｖｅｒ」をダブルクリックします。 【図1.2.3】 
 

  

５)『CDM20828_setup.exe』【図1.2.4】をダブルクリックします。 

【図1.2.4】 【図1.2.3】 
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◆ 第１部 接続とプログラムのインストール 

7 / 30 

８）インストールの準備が始まります。【図1.2.7】 そのまま『次へ（N）』をクリックします。【図1.2.8】 
  

【図1.2.8】 【図1.2.7】 

９）インストールしています。 【図1.2.9】 
 

  

１０)インストール完了です。『完了』をクリックし 
終了して下さい【図1.2.10】 
【図1.2.10】 【図1.2.9】 

１１）ＵＳＢドライバのインストールは完了です。 
  「ＬＯＧＧＥＲデータ収集・管理」（ＣＤ）をＣＤドライブから取り出して下さい。 
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•◆ 第１部 接続とプログラムのインストール 

Ｓtep ３ リーダー（KT-3xx） および ロガー（KT-xxxU） の接続 

 リーダー本体又はロガー本体をＰＣに接続します。 

１）ＰＣの電源を入れてＷｉｎｄｏｗｓを起動します。 
    
２）Ｗｉｎｄｏｗｓが完全に起動したことを確認して、リーダー（KT-3xx）本体又はロガー（KT-xxxU）本体に付属のＵＳＢケーブルを 
  接続し、もう一方のコネクタをＰＣのＵＳＢポートに接続します。【図1.3.1】。 

【1.3.1 WATCH LOGGER システム 接続例 】 

リーダー（KT-3xx）またはロガー（KT-xxxU） 

8 / 30 
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◆ 第１部 接続とプログラムのインストール 

Ｓtep ２ リーダー /ライター（ＰａＳｏＲｉ） の接続 

 リーダー本体をＰＣに接続します。 

１）PCの電源が切れていた場合は、電源を入れてWindowsを起動します。     
 
２）Windowsが完全に起動したことを確認して、USB接続ケーブルを、ＰａＳｏＲｉとPCのUSBポートに接続します。【図1.2.1】 
 
 
  

PaＳｏRｉ（非接触ICカードリーダー/ライター） 
 

【図1.2.1 WATCH LOGGER システム 接続例 】 

本システムではＦｅｌｉＣａ非接触通信方式を使用してデータロガー（以下、ロガーと称す）の設定および測定データの表示、保管
を、ＰａＳｏＲｉ（非接触ICカードリーダー/ライター）を接続したＰＣで行なうものです。(以下ＰａＳｏＲｉと称す。） 

Ｓtep ３ ＰａＳｏＲｉ ドライバのインストール 

 ＰａＳｏＲｉドライバをインストールして、リーダーをＰＣに認識させます。 

１）PCにリーダーを接続すると、自動的に認識されます。 
 PCの使用環境により、2分程度時間がかかることがありますが、正常に設定されたら終了です。 
 ※インターネット接続環境下での作業をおすすめ致します。 
  

          自動に認識されなかった（ドライバが無かった）場合 
 
・ＦｅｌｉＣａホームページよりダウンロードをしてご使用下さい。 
  http://www.sony.co.jp/Products/felica 
   
  【ＦｅｌｉＣａポートソフトウェア】 

  ・“ＦｅｌｉＣａ” ポート搭載パソコンの使用可否については、動作確認後にご使用下さい。 
  ・“ＦｅｌｉＣａ” 、“ＰａＳｏＲｉ” は、ソニー㈱の登録商標です。 

9 / 30 
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◆ 第２部 システムの準備 

第２部 システムの準備 

１． プログラムの起動と終了 

 プログラムを起動します。 

1）PCの電源が切れていた場合は、電源を入れてWindowsを起動します。 

2）リーダーをPCに接続してください。 

3）リーダー上にロガーを置きます。【図2.1.1】 
 

【図2.1.1 WATCH LOGGER システム 接続例 KT-175】 

4）[スタート]－[すべてのプログラム]－[FUJITA]-[WATCH LOGGER データ収集・管理]－[WATCH LOGGER データ収集・管 
    理]をクリック。【図2.1.2】 （パソコンの設定により異なる場合があります。） 
  または、デスクトップの「WATCH LOGGER データ収集・管理」アイコンをダブルクリックします。 【図2.1.3】 
  この操作により「WATCH LOGGER データ収集・管理」メイン画面が起動します。（【図2.1.6】→11ページ） 
  また、この時ご使用になりますロガータイプに応じてソフトが違いますのでご注意下さい。 
 

【図2.1.3 デスクトップアイコン 】 
 
 

      リーダーにデータロガーを設置する際の注意事項（カードタイプについて） 
 
①ロガーとリーダーのパネル面が上向きになるように設置してください。 
②ロガーとリーダーの   が同じ位置になるように設置してください。 
③リーダーの設置は、金属面から離して下さい。 
 
 

【図2.1.2 スタートメニュー 】 

   リーダー（KT-300/350/PaSori） 

  WATCH LOGGER 

KT-1xx，KT-2xx，KT-xxxU 
タイプをご使用になる場合 

KT-xxxＦ 
タイプをご使用になる場合 

10 / 30 
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        リーダーが接続されていない場合 
 
 データ収集に必要なリーダーが、接続されていない場合、もしくは、 
 付属されているUSBドライバーが正しくインストールされていない場合 
 は右の「未接続画面」 【図2.1.5】メッセージが表示されます。 
 
 PCのUSBポートとリーダーが正しく接続されているかどうかを確認してください。 
 
 画面右下にある、「今後、接続されていない場合はメッセージを表示しない。」と 
 書かれたチェックボックスにチェックを入れると次回から表示されなくなります。 
 
  

◆ 第２部 システムの準備 

6）環境設定、測定条件設定や測定データの表示・保管を行ないます。   
  各操作内容については、項目別の説明をご覧ください。 
 
 
7）プログラムの終了は、メイン画面【図2.1.6】の「   」ボタンまたは、 
  「終了（Ｑ）」ボタンをクリックすると「終了確認」メッセージ【図2.1.7】が 
   表示されますので『はい（Y）』ボタンをクリックしてください。 

【図2.1.6 メイン画面 】 

【図2.1.7 終了確認 】 

5）初めて起動した場合「ポート番号変更画面」 【図2.1.4】が表示され 
  る場合があります。USBドライバが正しくインストールされている場合、 
  環境設定にあるポート番号が自動的に設定されたことを表します。 
  そのまま「確認」ボタンをクリックしてください。 

【図2.1.4 ポート番号変更画面 】 

 【図2.1.5 未接続画面 】 

•FeliCaﾎﾟｰﾄ接続時は表示されません。 
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◆ 第２部 システムの準備 

２． 環境設定 

 本プログラムの動作に必要な様々な設定の保守を行ないます。 

1）メイン画面の環境設定「    」をクリックします。 
  その後、環境設定画面が起動します。【図2.2.1】 
 
2）ロガーで測定したデータを収集・管理するための各種設定を 
  行ないます。 
  設定内容については、事項の説明を参照してください。 
 
3）各種設定の終了後、設定内容を保存します。 
  「保存（Ｓ）」をクリックしてください。 
  「環境設定 保存確認」メッセージが表示されます。【図2.2.2】 
  よければ『はい（Y）』ボタンをクリックします。 
 
4）保存が完了したら「戻る（Ｑ）」をクリックしてメイン画面に 
  戻ります。 

【図2.2.1 環境設定画面 】 

通信ポート 

ＵＳＢリーダーとPCが通信を行なうためのポートを指定し
ます。「      」をクリックすると通信ポートが表示され、
COM1～COM50まで選択出来ます。 
※FeliCaタイプは表示されません。 

２－１．通信設定 

【図2.2.2 環境設定 保存確認 】 

 

通常は機種判定を『自動』にし使用しますが、機種判定  
の『手動』を選択しロガー機種を固定することで、読取り通信
速度を早くすることができます。 
※ＦｅｌｉＣａポート接続時は表示されません。 
 
 
   

【図2.2.1.1 通信設定＆機種判定 】 

 通信ポート、接続タイプの設定をします。【図 2.2.1.1】 
 

 
ﾛガーをリーダーの上に乗せた通信状態、もしくはUSBケーブ
ルをＰＣへ接続した通信状態のまま長時間作業を続けると、
電池消耗が早くなるため、チェックボックスにチェックを入れる
事で通信状態が約1分経過するとメッセージが表示され、自
動的に通信を停止されます。【図2.2.1.2】 

【図2.2.1.2 】 
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機種判定 

節電のため自動的に通信を停止する。 



ＷＡＴＣＨ ＬＯＧＧＥＲ システム 
 

２－２．収集データ設定 

◆ 第２部 システムの準備 

【図2.2.2.2 収集データ保存フォルダ指定 】 

【図2.2.2.1 収集データ設定 】 

収集データ保存フォルダ 

測定ログデータ及び測定データを保存するためのフォル
ダのパスを入力します。 または、「参照」ボタンをクリック
して測定データ保存フォルダの指定【図 2.2.2.2】より 
パスを指定することも出来ます。 

収集データ保存フォルダの作成ルール 

測定ログデータ及び測定データを保存するフォルダの作
成ルールを指定します。 
指定された内容に従い自動的にフォルダを作成します。 
 ・[フォルダを作成しない]、・[シリアル番号]、 
 ・[シリアル番号-測定開始年月]、 
 ・[使用場所]、・[測定開始年月-日]  【図 2.2.2.3】 

収集データファイルの名前ルール 

測定ログデータ及び測定データの名前付けルールを  
指定します。 
指定された内容に従い自動的にファイル名を生成します。 
 ・「測定開始日時」 
 ・「シリアル番号-測定開始日時」 

 測定ログデータ（.log）と測定データ（.csv）を保存する場所の
設定をします。 【図 2.2.2.1】 
保存場所は、「収集データ保存フォルダ」内に、「KtData」（固
定）フォルダを作成し、さらに設定されたルールに基づきフォルダ、
ファイルを自動生成します。 

収集が完了したら「測定データ保存」を実行する。 

「自動収集」が完了した時点で、測定ログデータを作
成する場合は、チェックボックスにチェックを付けます。 
また、チェックが付いていない場合でも、メイン画面の
「測定データ保存（Ｓ）」をクリックすることで、手動で保
存を行なうことも可能です。 

【図2.2.2.3 収集データ保存フォルダの階層図 】 

 収集データ保存フォルダ  

 KtData     

 シリアル番号  

 測定開始年月  

 使用場所   

 測定開始年月  

 日        

①フォルダを作成しない 

②[ シリアル番号 ] 

③[ シリアル番号 ] – [ 測定開始年月 ] 

④[ 使用場所 ] 

⑤[ 測定開始年月 ] – [ 日 ] ２－３．表示/印字グラフ設定 

温度最小値（半角数字） 

温度の最小値を入力します。 

読み取った測定ログデータをグラフ表示する際のＹ軸パラメータ
を設定します。 【図 2.2.3.1】 【図2.2.3.1 表示/印字グラフ設定 】 

温度最大値（半角数字） 

温度の最大値を入力します。 

湿度最小値（半角数字） 

湿度の最小値を入力します。 

湿度最大値（半角数字） 

湿度の最大値を入力します。 

温度表示「華氏を」設定した場合 
   温度表記が Ｆで表示されます。 

      上限値と下限値の範囲について 
 
「温度」の範囲は、-193.0 ～ 257.0℃で0.5℃刻みです。 
「湿度」の範囲は、0 ～ 100％です。 

° 
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最新のデータより取得する件数 
   最新データより必要な件数を取得できます。 
    



ＷＡＴＣＨ ＬＯＧＧＥＲ システム 
 

２－４．使用場所簡易設定 

◆ 第２部 システムの準備 

【図2.2.4.1 使用場所簡易設定 】 

場所Ｎｏ．と名称（全角２０桁[半角４０桁]） 

ロガーに設定出来る「使用場所（00～99）」に対応する  
名称を入力します。 
入力したら「追加（Ａ）」ボタンをクリックして更新します。 
名称を変更する場合は、対象となる場所No.を指定して、
名称を変更し、「変更（Ｅ）」ボタンをクリックします。 
登録した「場所No.と名称」を削除する場合は、対象となる
場所No.を指定して、「削除（Ｄ）」ボタンをクリックします。 

 使用場所の名称を設定します。 【図 2.2.4.1】 

【図2.2.5.1 レポート設定 】 

２－５．レポート設定 

共通表紙タイトル（全角２０桁[半角４０桁]） 

各種レポートに印字されるタイトルを入力します。 

各種レポートの表紙に印字される共通の見出しとコメントを設
定します。【図 2.2.5.1】 
 

共通表紙コメント1/2（全角２０桁[半角４０桁]） 
   各種レポートに印字されるコメント（２行）を入力します。 
 

  ロガーに記録された文字情報を印字する。 
     測定条件設定の動作設定にある「メモ」へ入力した情報 

  をレポートに印字する場合、チェックボックスへチェックを入 
  れることでレポートへ印字します。【図2.2.5.1】 
  （「メモ」機能は[第2部]-[3-2.動作設定]（19ページ）を 
  参照） 
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ＷＡＴＣＨ ＬＯＧＧＥＲ システム 
 

◆ 第２部 システムの準備 

 ３． LOGGER 測定条件設定 

 データロガーKT-xxｘ Series､KT-xxxU Seriesで測定する為の各設定を行ないます。 

1）「ロガーデータ収集・管理」メイン画面を起動します。  
  【図2.3.1】（[第2部]-[1.プログラムの起動と終了]（11ページ）を参照） 
 
2）自動収集「     」アイコンをクリックします。通常、プログラム 
  起動後１．５秒経過すると自動的に実行される為、すでに、 
  「収集待機中…」の場合は、そのまま次へ進みます。【図2.3.2】  
 
3）測定条件を設定するロガーがリーダーKT-3xx/PaSori上に 
     置かれていない場合は、置いて下さい。 
  「測定データ収集中…」となります。【図2.3.2】 
 
4）読み込みが完了すると、 「測定データの収集が完了しました」 
  【図2.3.2】となり、現在設定されている情報が表示されます。【図2.3.3】 
 
5）測定条件設定「          」ボタンをクリックします。 
  【図2.3.3】「測定条件設定」画面【図2.3.4】が起動します。 
 
6）ロガーで測定する為の各種設定を行ないます。 
  設定内容については、事項の説明を参照してください。 
 
7）各種設定の終了後、設定内容をﾛｶﾞｰへ更新します。 
  「測定条件を設定する（Ｓ）」ボタンをクリックします。測定条件 
  設定確認メッセージが表示されます。 【図2.3.5】 
  よければ、『はい（Y）』ボタンをクリックします。 
  設定完了メッセージが表示されたら、『OK』ボタンをクリックします。 
  【図2.3.6】 
 
8）更新が完了したら『戻る』ボタンをクリックしてメイン画面に戻ります。 

【図2.3.1 データロガーデータ収集・管理画面 】 

【図2.3.4 LOGGER 測定条件設定画面 】 

【図2.3.2 測定状況確認画面 】 

【図2.3.3 設定表示画面 】 

【図2.3.6 設定完了画面 】 【図2.3.5  
  測定条件設定確認画面 】 
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        記録したデータの削除（クリア）方法 
 
 測定したデータを削除（クリア）するには、新たに測定条件設定を行っていただく事で削除（クリア）されます。 
 その為、記録したデータは測定条件を設定される前に必ずデータ保存を行っていただきます様、お願い致します。 
 測定条件を設定後に以前のデータを取出すことはできませんのでご注意願います。 



ＷＡＴＣＨ ＬＯＧＧＥＲ システム 
 

３－１．測定条件設定 

◆ 第２部 システムの準備 

【図2.3.1.1 測定条件設定 】 

シリアル番号 

ロガーのシリアル番号が表示されます。設定することは
出来ません。 

ユーザーＩＤ（半角数字8桁） 

 ユーザーＩＤ番号を入力します。 

データロガーの測定に関する設定をします。  【図2.3.1.1】 
  

測定モード 

測定をするモードの指定をします。 
[温度]、[温度/湿度]、[温度/衝撃]、[温度/湿度/衝撃]、
より選択することが出来ます。 
※機種により設定できる測定モードは異なります。 

使用場所 

使用場所を指定します。事前に使用場所の登録を
行なっておくことで、登録されたリストより指定すること
が出来ます。（[第２部]-[2-4.使用場所簡易設定]
（14ページ）を参照） 

ロールオーバーする 

測定データがロガーで保存できる容量を超えるような長
期的な測定を行なう場合は、『ロールオーバーする』の
チェックボックスへチェックを付けてください。古いデータより
順番に新しいデータで上書きし測定を続けます。 
※衝撃はロールオーバーできません。 
 

但し KT-15x、KT-25x、KT-19x、KT-29x、KT-xxxU
（スティックタイプ）とKT-xxxF(フェリカタイプ) 
 の旧バージョンタイプは使用できません。  

測定開始日時（年/月/日 時：分） 

測定を開始する日時（半角数字）を入力します。 
 

測定終了日時（年/月/日 時：分） 

 測定を終了する日時（半角数字）を入力します。 
 ※KT-100/200をご使用の場合は設定できません。 

サンプリング周期 

 測定する周期（半角数字）を入力します。 
 １分～２５５分まで1分毎に指定可能です。 
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測定開始/終了ボタンを使用する 
 
 
 
 
 
 
 
   

   マルチタイプロガーもしくはオプション販売のボタン機能付ロガーを 
   ご使用になる場合、チェックボックスにチェックを入れることにより、 
   開始停止機能の使用が可能となります。 
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◆ 第２部 システムの準備 
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        パスワードを忘れてしまった場合 
 
 パスワードを忘れてしまった場合、パスワード入力画面にある 
 「パスワードを忘れた場合はここをクリック」をクリックします。 
  
 「このロガーを初期化する場合はチエックを入れてください」の 
 チェックボックスへチェックを入れ、『工場出荷時に戻す（R)』 
 をクリックします。【図2.3.2.3】 
 
 ロガー初期化確認画面が表示されますので 『はい（Y)』を 
 クリックします。【図2.3.2.4】 
  
 初期化処理中・・・の画面が表示されますので『OK』を 
 クリックします。【図2.3.2.5】 
 
 
 
 
 今まで記録したデータおよび設定条件はすべて初期化され 
 削除されます。元に戻すことはできませんでご使用の際は 
 あらかじめご注意ください。 
  

 【図2.3.2.3 パスワード入力画面】 

パスワード（半角数字1～8桁） 

 パスワードを設定することで、データ確認者を制限すること 
 が出来ます。（セキュリティ）【図2.3.2.1】 
 確認者を制限しない場合は、空欄でご使用下さい。 
  

【図2.3.2.1 測定条件設定 】 

 パスワード設定後、データを読込するとパスワード入力 
 画面が表示されます。設定時に登録したパスワードを 
 入力し『設定（S)』ボタンをクリックします。【図2.3.2.2】 

３－２．パスワード設定 

“ＦｅｌｉＣａ”版のみ対応となります。 
  

【図2.3.2.2 測定条件設定 】 

 パスワードが認識されると通常に読取が完了し、データを 
 確認することができます。 

 【図2.3.2.4 パスワード入力画面】 

 【図2.3.2.5 パスワード入力画面】 

！注意 
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 ＬＣＤ 表示設定 

３－３．動作設定 

◆ 第２部 システムの準備 

【図2.3.3.1 動作設定 】 機種 
 測定をする機種を指定します。 
 （KT-100およびKT-200を使用している場合） 

温度上限値（半角数字） 規格値設定 

温度の上限値を入力します。 
入力範囲は、-193．0℃～257．0℃です。（0．5℃刻み） 
※ 

測定をする機種、規格値やＬＣＤ表示に関する設定を行ないます。【図2.3.3.1】 
機種により設定できる項目や規格値は、異なります。 

温度下限値（半角数字） 規格値設定 

温度の下限値を入力します。 
入力範囲は、-193．0℃～257．0℃です。（0．5℃刻み） 

湿度上限値（半角数字） 規格値設定 

湿度の上限値を入力します。 
入力範囲は、0％～100％です。 

湿度下限値（半角数字） 規格値設定 

湿度の下限値を入力します。 
入力範囲は、0％～100％です。 

表示モード 
本体について液晶パネルにどの情報を表示するかを指定します。 
 オートオフ 
液晶表示を自動的に非表示にするかどうかを指定します。 

範囲表示 

使用場所表示 
 指定された使用場所番号を液晶に表示します。 

温度表示                                                                                                   
華氏表示、摂氏表示を指定します。 

温度／湿度 規格値設定 

測定した全てのデータ上の最大値と最小値を表示する    
かどうかを指定します。 

 衝撃 規格値設定 
 しきい値（半角数字） 値設定 
   衝撃のしきい値を入力します。 
   入力範囲は、5Ｇ～75Ｇです。 

 上限値（半角数字） 規格値設定 
   衝撃の上限値を入力します。 
   入力範囲は、5Ｇ～75Ｇです。 

（設定値以下の値は取り込みません。） 
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異常がある場合は音を鳴らす 

チェックを入れることで上下限値を超えた場合、 
アラーム音を鳴らすことができます。【図2.3.3.2】 

（大型液晶タイプのみ） 

 

【図2.3.3.2 】 
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◆ 第２部 システムの準備 

バッテリ交換メモ 【図2.3.3.3】 

バッテリ交換日を入力します。入力された日付より交換
時期を目安として、ご使用下さい。 
（KT-100/200のみ） 
 

交換日 

【図2.3.3.4 動作設定画面（FeliCa版 ）】 

文字情報を入力します。（全角256文字） 
※KT-15x，KT-25x，KT-19x，KT-29x，KT-xxxU 
（スティックタイプ）およびKT-xxxF（フェリカタイプ）のみ使
用可能 
 
 

メモ 
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＊FeliCa版のみ対応 【図2.3.3.4】 

温度／湿度 規格値設定 

異常回数設定（半角数字1～65535回） 

異常回数を設定することで、本体アラーム表示と 
高速自動判定時の基準を変更することができます。 

 衝撃 規格値設定 
 異常回数設定（半角数字1～65535回） 
  異常回数を設定することで、本体アラーム表示と 
  高速自動判定時の基準を変更することができます。 

【図2.3.3.3  】 
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◆ 第３部 測定データの表示・保管 

１． 測定データの表示 

測定したデータを読み込んで、データの表示を行います。表示
は3形式より選択できます。LOGGERの機種や測定条件によっ
て表示されるグラフは異なります。 

測定データの表示･保管 第３部 

1）「WATCH LOGGER データ収集・管理」メイン画面を起動します。  
  （[第2部]-[1.プログラムの起動と終了]（10ページ）を参照） 
 
2）自動収集「     」アイコンをクリックします。通常、プログラム 
   起動後１．５秒経過すると自動的に実行される為、すでに、    
   「収集待機中…」の場合は、そのまま次へ進みます。  
 
3）測定データを読込むロガーをリーダーKT-3ｘｘの上に置いて下さ 
  い。USB通信タイプはPCと接続してください。「測定データ収集 
  中…」となります。 
 
4）「測定データの収集が完了しました。」となり、読み込みが完了    
   すると、測定されたデータはグラフで表示されます。【図3.1.1】 
 
5）表示範囲（日時）による絞込みや、データをファイルまたはレポー 
  ト出力することが可能になります。 
  各操作については、項目別の説明をご覧ください。 
 
6）測定データの表示や保存など作業が完了し、プログラムを終了   
  する場合は、『終了（Ｑ）』ボタンをクリックしてください。 
  （[第2部]-[1.プログラムの起動と終了]（17ページ）を参照） 

【図3.1.1 画面表示（グラフ形式）】 

グラフ表示/データ表示/高速判定表示 

測定データの表示方法を指定をします。 
データ表示で表示される内容はレポート表示と同じ値です。 
 ●グラフ表示【図3.1.1】 
 ●データ表示【図3.1.1.2】 
 ●高速判定表示【図3.1.1.3】 

１－１．画面の表示切替 

表示切替で測定データを「グラフ形式」や「データ形式（各デー
タのダイジェスト）または「高速判定形式」で画面に表示を行う
ことが出来ます。 【図3.1.1.1】 
 

【図3.1.1.1 表示切替 】 

【図3.1.1.2 画面表示（データ形式）】 

【図3.1.1.3 画面表示（高速判定形式）】 
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１－２．表示範囲 

◆ 第３部 測定データの表示・保管 

【図3.1.2.1 表示範囲 】 

表示範囲（年/月/日 時：分） 

表示するデータの「開始日時」～「終了
日時」を入力します。 
指定した範囲とデータ件数によりグラフ
の日付（Ｘ軸）スケールを【図3.1.2.2】の
ルールで最適化し、調整を行ないます。 

測定データを「開始日時」と「終了日時」により絞り込む事が
出来ます。【図3.1.2.1】 
絞り込まれたデータは、「ファイル出力」（.ｃｓｖ）及び「レポート
作成」に反映されます。 
但し、「測定データ保存」で作成されるログファイル（.log）には、
反映されません。  

範囲内測定時間(A) 表示間隔 
1分 間隔  - 0 6 

- 7 30 
- 31 90 
- 91 180 
- 181 360 
- 361 1080 
- 1081 2160 
- 2161 4320 
- 4321 8640 
- 8641 17280 
- 17281 43200 
- 43201 86400 
- 86401 129600 
- 129600 

5分 間隔  
15分 間隔  
30分 間隔  

1時間 間隔  
3時間 間隔  
6時間 間隔  

12時間 間隔  
1日 間隔  
2日 間隔  
5日 間隔  

10日 間隔  
15日 間隔  
1ヶ月 間隔  

時間軸スケールの 
最大表示数を 

「6」 
とした場合の 

最適表示間隔 
テーブル参照 

範囲内測定時間(A) 指定範囲内データ数 × 測定周期 

【図3.1.2.2 表示間隔テーブル表 】 

１－３．拡大表示 【図3.1.3.1 拡大表示 】 

拡大表示 

拡大表示のチェックボックスにチェックを付けます。 
【図3.1.3.1】 
その後、グラフ上の任意の箇所をドラッグして範囲を
指定する事でグラフを拡大して表示させることが出来
ます。【図3.1.3.2】 
チェックを外すと元の状態に戻ります。 

グラフ上の任意の範囲を拡大表示する事が出来ます。 
拡大表示では、スケールの調整は行なわれません。  

【図3.1.3.2 拡大表示 】 
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◆ 第３部 測定データの表示・保管 

２． 測定ログデータ保存 

測定したデータを読み込んでログファイルとしてデータを保存します。
「*.ｌｏｇ」ファイルという拡張子で保存されます。また、ここで保存され
たデータは、「ファイル読込」を利用してグラフやデータを表示するこ
とも可能です。（[第3部]-[5.ファイル読込]（30ページ）を参照） 
 

1）「WATCH LOGGER データ収集・管理」メイン画面を起動し、 
  測定データを読込ます。 
  （[第3部]-[1.測定データの表示]（20ページ）を参照） 
  
2）『測定データ保存（Ｓ）』ボタンをクリックします。【図3.2.1】 
 
3）「測定ログデータ保存（．log）選択」画面が表示されます。 
  【図3.2.2】  
 
4）『保存（Ｓ）』ボタンをクリックします。 
 
5）「測定データ保存先の指定」【図3.2.3】画面が表示されます。 
  環境設定で登録した、保存場所、ファイル名で保存出来る 
  ように指定されています。 
  保存する場合は、『保存（Ｓ）』ボタンをクリックします。 
  中止する場合は、『キャンセル』ボタンをクリックします。 
 
6）「測定データ保存 完了」メッセージが表示されたら、 
  『OK』ボタンをクリックします。 【図3.2.4】 
 
7）保存が完了したら『戻る（Ｑ）』ボタンをクリックしてメイン画面に 
  戻ります。 

【図3.2.1 データ収集完了画面 】 

【図3.2.3 測定データ保存先の指定 】 

【図3.2.2 測定ログデータ保存(.log) 選択画面 】 

【図3.2.4 測定データ保存 完了 】 
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◆ 第３部 測定データの表示・保管 

３． ファイル出力 

測定したデータを読み込んで測定データとしてファイルを保存します。
ファイルの形式は、「CSV形式」の「*.ｃｓｖ」ファイルという拡張子で保
存されます。 

1）「WATCH LOGGER データ収集・管理」メイン画面を起動し、 
  測定データを読込します。 
  （[第3部]-[1.測定データの表示]（20ページ）を参照） 
 
2）『ファイル出力（Ｆ）』ボタンをクリックします。【図3.3.1】 
 
3）「測定データ出力（．CSV）選択」画面が表示されます。 
  【図3.3.2】  
 
4）測定データ出力（．CSV）対象にチェックを入れて、ＣＳＶ出力   
  するデータを選択し、『出力（Ｏ）』ボタンをクリックします。 
 
5）「測定データ出力先の指定」【図3.3.3】画面が表示されます。 
  環境設定で登録した、保存場所、ファイル名で保存出来る 
  ように指定されています。 
  保存する場合は、『保存（Ｓ）』ボタンをクリックします。 
  中止する場合は、『キャンセル』ボタンをクリックします。 
 
6）「測定データ保存 完了」メッセージが表示されたら、 
  『OK』ボタンをクリックします。 【図3.3.4】 
 
7）保存が完了したら『戻る（Ｑ）』ボタンをクリックしてメイン画面に    
    戻ります。 

【図3.3.1 データ収集完了画面 】 

【図3.3.3 測定データ保存先の指定 】 

【図3.3.2 測定データ出力(.csv) 選択画面 】 

【図3.3.4 測定データ保存 完了 】 

測定データ出力（.ｃｓｖ）対象にチェックを入れてください。 

測定データまたはヒストグラムのデータをＣＳＶ出力 
対象にするかチェックを付けて選択します。 
測定データは、温度・湿度および衝撃のデータを  
出力するか選択出来ます。 
ヒストグラムは、温度および湿度のデータを出力す 
るか選択出来ます。 
選択された項目は、それぞれファイル出力されます。 
 
出力されたファイルの識別は、  
[第3部]-[3-1.測定データ（.csv）のファ イルとレコー
ドフォーマットについて]（24ページ）を参照して下さい。 
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３－１．測定データ（.ｃｓｖ）のファイルとレコードフォーマットについて 

◆ 第３部 測定データの表示・保管 

【図3.3.1.1ヘッダー項目】 
温湿度 測定データ 

温湿度測定データは、下記形式のファイル名で作成されます。 
[ 環境設定で指定されたファイル名のルール ]_ＴＨＤ.csv 

出力される測定データ（.ｃｓｖ）は、各データごとに決められたファイル名で出力されます。 
ここでは、ファイル名のルールとフォーマットの項目について説明します。 

測定条件 
設定情報 

 LOGGER種類 

 測定モード 

 シリアル番号 

 ユーザーＩＤ 

 使用場所ＩＤ 

 使用場所名 

 測定開始日 

 温湿度測定周期 

 温度上限値（℃） 

 温度下限値（℃） 

 湿度上限値（℃） 

 湿度下限値（℃） 

 衝撃しきい値 

 衝撃上限値 

 ロールオーバー 

温度 ヒストグラム 

 温度 ヒストグラムは、下記形式のファイル名で作成されます。 
 [ 環境設定で指定されたファイル名のルール ]_TPH.csv 

湿度 ヒストグラム 

 湿度 ヒストグラムは、下記形式のファイル名で作成されます。 
 [ 環境設定で指定されたファイル名のルール ]_HUH.csv 

衝撃 測定データ 

 衝撃測定データは、下記形式のファイル名で作成されます。 
 [ 環境設定で指定されたファイル名のルール ]_VBD.csv 

温湿度 測定データフォーマット項目 

温度 ヒストグラムフォーマット項目 

湿度 ヒストグラムフォーマット項目 

振動 測定データフォーマット項目 

① 

測定条件 
設定情報 

① ヘッダー項目（図3.3.1.1） 

温湿度 
測定データ 

測定日時 測定温度 
測定湿度 

（温湿度計時） 

測定条件 
設定情報 

① ヘッダー項目（図3.3.1.1） 

温度 
ヒストグラム 

範囲（開始） 範囲（終了） 発生件数 

測定条件 
設定情報 

① ヘッダー項目（図3.3.1.1） 

湿度 
ヒストグラム 

範囲（開始） 範囲（終了） 発生件数 

測定条件 
設定情報 

① ヘッダー項目参照 

振動 
測定データ 

測定日時 測定振動X 測定振動Y 測定振動Z 

× ｎ行 

※ ｎ ： サンプリング数 

× 32行 

× 64行 

× ｎ行 

※ ｎ ： サンプリング数 
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◆ 第３部 測定データの表示・保管 

４． レポート作成 

測定したデータを読み込んで表紙と測定データの２種類のレポー
トを印字する事が出来ます。 
表紙には、環境設定で指定された見出しとコメントを印字します。 

1）「WATCH LOGGER データ収集・管理」メイン画面を起動し、 
  測定データを読込します。 
  （[第3部]-[1.測定データの表示]（20ページ）を参照） 
 
2）『レポート作成（Ｒ）』ボタンをクリックします。【図3.4.1】 
 
3）「レポート作成 選択」【図3.4.2】画面が表示されます。  
 
4）レポート出力対象にチェックを入れて、レポート作成するデータを 
  選択し、『作成（Ｃ）』ボタンをクリックします。 
 
5）「レポート結果」【図3.4.3】画面が表示されます。 
  レポートは、表紙頁と測定データ頁の２種類がチェックを付けた 
  各項目ごとに表示されます。 
 
  ページの切り替えは、「      」をクリックしてください。 
 
  また、印刷する場合は、「          」をクリックしてください。 
 
6）レポートの閲覧、印刷など作業が終了したら『戻る（Ｑ）』ボタンを 
  クリックして「レポート作成 選択」画面に戻します。 
  さらに『戻る（Ｑ）』ボタンをクリックするとメイン画面に戻ります。 

【図3.4.1 データ収集完了画面 】 

【図3.4.2 レポート作成 選択画面 】 

【図3.4.3 レポート結果 】 

レポート出力対象にチェックを入れてください。 

測定データまたはヒストグラムのデータをレポート出力対象
にするかチェックを付けて選択します。 
測定データは、温度・湿度および衝撃のデータをレポート 
出力するか選択出来ます。 
ヒストグラムは、温度および湿度のデータをレポート出力 
するか選択出来ます。 
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◆ 第３部 測定データの表示・保管 

【図3.4.1.1 温湿度 測定データレポート 表紙頁 】 

４－１．温湿度 測定データレポートについて 

温湿度 測定データレポートは、表紙と測定データの２種類のレポートを作成します。 
表紙には、環境設定で設定された見出し、コメントが表示されます。【図3.4.1.1】 
また、規格値を超えたデータは、測定データレポートに「 ○ 」で囲んで色分けして表示されます。【図3.4.1.2】 

【図3.4.1.2 温湿度 測定データレポート 測定データ頁 】 

環境設定の 
レポート設定内容 

規格値オーバー 

測定結果の 
ダイジェスト 

 
（レポート例） 
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◆ 第３部 測定データの表示・保管 

４－２．衝撃 測定データレポートについて 

衝撃 測定データレポートは、表紙と測定データの２種類のレポートを作成します。 
表紙には、環境設定で設定された見出し、コメントが表示されます。【図3.4.2.1】 
また、規格値を超えたデータは、測定データレポートに「 ○ 」で囲んで色分けして表示されます。【図3.4.2.2】 

【図3.4.2.1 衝撃 測定データレポート 表紙頁 】 

【図3.4.2.2 衝撃 測定データレポート 測定データ頁 】 

環境設定の 
レポート設定内容 

測定結果の 
ダイジェスト 

規格値オーバー 
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◆ 第３部 測定データの表示・保管 

４－３．温度 ヒストグラムレポートについて 

温度 ヒストグラムレポートは、表紙と測定データの２種類のレポートを作成します。 
表紙には、環境設定で設定された見出し、コメントが表示されます。【図3.4.3.1】 
また、規格値の内外を背景の色分けで表示します。【図3.4.3.2】 
工程能力指数（Ｃｐｋ）を算出し、工程能力判定基準表を表示します。該当する基準は、色で塗りつぶし表示します。
データ件数が０件や１件の場合、標準偏差値は「０」とします。また、この場合の工程能力指数も「０」とします。 

【図3.4.3.1 温度 ヒストグラムレポート 表紙頁 】 

【図3.4.3.2 温度 ヒストグラムレポート 測定データ頁 】 

環境設定の 
レポート設定内容 

測定結果の 
ダイジェスト 

規格値オーバー 

工程能力基準表 
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◆ 第３部 測定データの表示・保管 

４－４．湿度 ヒストグラムレポートについて 

湿度 ヒストグラムレポートは、表紙と測定データの２種類のレポートを作成します。 
表紙には、環境設定で設定された見出し、コメントが表示されます。【図3.4.4.1】 
また、規格値の内外を背景の色分けで表示します。【図3.4.4.2】 
工程能力指数（Ｃｐｋ）を算出し、工程能力判定基準表を表示します。該当する基準は、色で塗りつぶし表示します。 
データ件数が０件や１件の場合標準偏差値は「０」とします。また、この場合の工程能力指数も「０」とします。 

【図3.4.4.1 温度 ヒストグラムレポート 表紙頁 】 

【図3.4.4.2 温度 ヒストグラムレポート 測定データ頁 】 

環境設定の 
レポート設定内容 

測定結果の 
ダイジェスト 

規格値オーバー 

工程能力基準表 
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◆ 第３部 測定データの表示・保管 

５． ファイル読込 

「測定データ保存」機能を利用して保存したログファイルを読み込み、グラフやデータを表示する事が出来ます。 

1）「WATCH LOGGER データ収集・管理」メイン画面を起動します。 
  【図3.5.1】 
 
2）ファイル読込「      」ボタンをクリックします。 
 
3）「測定データ読込ファイルの指定」画面【図3.5.2】が表示されます。  
 
4）読込を行なうログファイルを指定し、『開く（Ｏ）』ボタンをクリック 
  します。 
 
5）保存されたログファイルよりデータが読み込まれ、グラフやデータが    
    表示されます。 【図3.5.3】 

【図3.5.1 WATCH LOGGER データ収集・管理画面 】 

【図3.5.2 測定データ読込ファイルの指定 画面 】 

       ファイル読込を行なった場合、以下の項目が利用できません。 
 
    ・測定データ保存は出来ません。 
    ・測定条件設定機能は利用出来ません。 
    ・データの表示範囲で、日付指定の初期設定値は表示されません。 （日付範囲指定による表示は可能です。） 
 
  

【図3.5.3 WATCH LOGGER データ収集完了画面 】 
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  ＷＡＴＣＨ ＬＯＧＧＥＲ データ収集・管理
取扱説明書 

乱丁・落丁がある場合はお取替え致します。 


